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3日(月) クルーズ船入港予定

4・6日 体育祭踊り練習 19:00～ゆめ倉庫

8日(土) クルーズ船入港予定

「鼓和」ライブ 11:00～ゆめ倉庫

9日(日) 校区民体育祭8:30～日奈久小中Ｇ

14日(金) 日奈久阿蘇神社大祭前夜祭18:30～

15日(土) 日奈久阿蘇神社大祭 9:00～

第29回やつしろ全国花火競技大会

16日(日) 校区グラウンドゴルフ大会 9:00

日奈久美術展 23日(日)まで

23日(日) 津森小遭難の碑公園美化作業7:00

29日(土) 鉄道の日イベント 10:00～

日奈久温泉駅

住民自治会関係会議等

会場 南部市民センター

13日(木) 町内連絡委員会 13:30～

17日(月) 運営委員会 17:00～

18日(火) 広報部会(編集会議) 19:00～

10月の行事から

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成28年10月号
（第86号）
発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（8月末現在）
男1279人
女1606人
計2885人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

校
区
民
体
育
祭
で

あ
な
た
も
踊
り
ま
せ
ん
か
？

「
町
内
総
踊
り
」

練
習
会
の
ご
案
内

福
祉
だ
よ
り

９
月
２
日
（
金
）
第
５
回
「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
の
集
い
」
が
、
全
町
内

か
ら
約
２
０
０
名
の
参
加
を
得
て
日

奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
町
内
と
も
い
ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
、

仲
良
く
活
動
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と

が
よ
く
わ
か
る
発
表
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
で
し
た
。
上
西
・
中
西
サ
ロ
ン
の

折
り
紙
に
よ
る
作
品
発
表
を
皮
切
り

に
、
各
町
内
の
歌
や
踊
り
の
発
表
が

続
き
ま
し
た
。
最
後
は
、
「
バ
ナ
ナ

の
叩
き
売
り
」
も
あ
り
、
会
場
は
笑

い
あ
り
手
拍
子
あ
り
と
楽
し
く
か
つ

有
意
義
な
交
流
の
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

（
主
催

日
奈
久
校
区
福
祉
推
進
協

議
会
）

第
５
回

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

集
い｣

を
開
催

＜発表の一コマより＞

昨
年
の
総
踊
り
の
参
加
者
が
少
な
か
っ

た
の
で
、
今
年
は
練
習
日
を
設
け
ま
し

た
。演

目
は
「
日
奈
久
音
頭
」
と
「
オ
ク

ラ
ホ
マ
・
ミ
キ
サ
ー
」
の
２
曲
で
す
。

《
練
習
日
》

10
月
４
日(

火)

19
時
～

10
月
６
日(

木)

19
時
～

《
場

所
》

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

★
練
習
に
参
加
し
、
体
育
祭
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。

日
奈
久
校
区
婦
人
会

マ
ー
チ
ン
グ
ド
ラ
ム
を
用
い
た
国
内
初
の

ド
ラ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
「
鼓
和-

c
o
r

e
-

」
は
男
性
８
人
、
女
性
４
人
か
ら
な
る
12

人
の
ド
ラ
ム
，
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
演
奏
家

グ
ル
ー
プ
で
す
。
こ
の
度
、
復
興
支
援
ラ
イ

ブ
を
開
催
し
て
被
災
地
域
を
元
気
に
し
た
い

と
熊
本
を
訪
れ
、
合
志
町
、
日
奈
久
、
津
奈

木
町
を
巡
回
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ラ

イ
ブ
で
、
入
場
無
料
で
す
。

迫
力
あ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ド
ラ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団

「
鼓
和-

ｃ
ｏ
ｒ
ｅ-
」
日
奈
久
復
興
支
援
ラ
イ
ブ

日
時

10
月
８
日(

土)

11
時
開
演

会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

入
場
無
料

大会スローガン がんばれ!!みんなが日奈久の宝もの

楽
し
く
参
加
で
き
る
種
目
が
い
ろ
い
ろ

校
区
民
体
育
祭

10
月
９
日(

日)
<

雨
天
中
止>

開
始
以
来
60
年
を
超
え
、
こ
の
間
、
校
区
民
や
日
奈
久
体
協
関
係
者
の

努
力
で
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
住
民
の
皆
様
に
は
、
選
手
、

応
援
者
と
し
て
進
ん
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
日
奈
久
の
伝

統
ス
ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管

日
奈
久
体
育
協
会
）

◆
開
会

午
前
８
時
30
分

◆
会
場

日
奈
久
小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
種
目
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
リ
レ
ー
▽

親
子
三
代
リ
レ
ー
▽
老
人
と
子
供

の
玉
入
れ
タ
イ
ム
レ
ー
ス
▽
輝
く

シ
ル
バ
ー(

老
人
会
総
踊
り)

▽
う

わ
さ
の
二
人

町
内
総
踊
り
な
ど

▽
得
点
種
目
と
し
て
町
内
対
抗
の

短
・
長
距
離
走
、
リ
レ
ー
、
綱
引

き
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

日
奈
久
校
区

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

◆
日
時

10
月
16
日
（
日
）
９
時
～

（
雨
天
時
は
22
日
に
延
期)

◆
会
場日

奈
久
小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
参
加
者

年
齢
・
性
別
制
限
な
し

希
望
者
は
当
日
受
付

◆
道
具
類

必
要
な
道
具
類
は
準
備
し

て
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
用
意
し
て
頂
く
も
の

飲
料
水
、
タ
オ
ル
な
ど

マ
イ
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
な
ど
持
参

で
き
る
方
は
お
願
い
し
ま
す
。

◆
賞
品

参
加
賞
、
優
勝
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管

日
奈
久
体
育
協
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

会
期

10
月
16
日(

日)

～
23
日(

日)

会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

洋
画
、
水
墨
画
、
写
真
、
工
芸
、
手
芸

な
ど
身
近
な
人
の
作
品
を
展
示
し
ま
す

日
奈
久
美
術
展

ば
ん
ぺ
い
湯
・
東
湯
か
ら

お
知
ら
せ

◆
ば
ん
ぺ
い
湯

10
月
15
日(

土)

は
全
国
花
火
大
会
の

た
め
、
営
業
時
間
を
22
時
30
分
ま
で
30
分

間
延
長
し
ま
す
。

◆
東

湯

10
月
18
日(

火)

配
管
洗
浄
の
た
め
、

営
業
時
間
を
通
常
の
朝
６
時
か
ら
を
18
時

か
ら
に
変
更
し
ま
す
。

14
日(

金)

17:

00

前
夜
祭
神
事

18:

30

演
芸
大
会

15
日(

土)

９:

00

大
祭
神
事

９:

45

土
俵
入
り

10:

00

園
児
奉
納
み
こ
し

10:

30

園
児
奉
納
相
撲

11:

00

赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り

11:

30

小
学
生
相
撲
（
５
年
生
）

（
中
入
り
＝
昼
食
）

13:

00

中
学
生
相
撲

(

１
・
２
年
生)

14:

00

お
楽
し
み
抽
選
会

14:

30

引
き
継
ぎ
の
儀

16
日(

日)

10:

00

二
日
祭
神
事

24
日(

月)

10:

00

竜
神
祭

清
掃
活
動
に
ご
参
加
を

津
森
小
遭
難
の
碑
公
園

日
奈
久
阿
蘇
神
社(

大
明
神)

秋
季
例
大
祭
の
ご
案
内

供
養
を
か
ね
て
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
場
所
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
駐
車
場
奥
で
す
。

◆
日
時

10
月
23
日(
日)

午
前
７
時
～

(

生
活
環
境
部
会)

９
月
16
日
の
会
議
か
ら
記
事
と
し
て
扱
っ

て
い
な
い
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会

「
ど
ん
ど
や
」
の
主
催
者
を
湯
の
里
日

奈
久
振
興
会
か
ら
住
民
自
治
会
に
変
更
。

○
事
務
局

(1)
地
震
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
日
奈
久
中
町
出
身
の
横
浜
市
和
泉
台

谷
戸
町
大
石
良
孝
様
の
町
内
会
有
志
か
ら

②
大
坪
町
出
身
の
埼
玉
県
坂
戸
市
植
松

(

旧
姓
岩
間)

リ
エ
子
さ
ん
と
知
人
か
ら

③
戦
時
中
、
児
童
が
日
奈
久
へ
疎
開
し
、

今
も
平
和
教
育
で
日
奈
久
小
と
交
流
の
あ

る
沖
縄
県
南
風
原
町
か
ら
八
代
市
へ

は
え
ば
る

(2)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
活
性
化
補
助
金
で

昨
年
度
に
続
き
自
治
会
活
動
保
険
に
加
入
。

(3)
記
念
碑
近
く
の
横
断
歩
道
設
置
要
望
に

つ
い
て
実
現
に
向
け
て
今
後
検
討
す
る
。

鉄道の日イベント 日奈久温泉駅
■日 時 10月29日(土) 10:00～
■内 容 ① 鉄道模型の走行展示

② 運転士による「子ども鉄道教室」
③ 芦北高校オリジナル弁当（20食）や

クッキー、ジャム、マーマレードの販売

（広告欄）
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２

８
月
20
日(

土)

、
午
前
８
時
半
か
ら

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
除
草
・
剪
定
作
業
に

婦
人
会
員
、
老
人
会
も
参
加
し
ま
し
た
。

連
日
の
猛
暑
で
地
面
は
コ
チ
コ
チ
、
草

取
り
鎌
を
当
て
る
と
土
が
舞
っ
て
、
手

も
足
も
真
っ
白
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

草
も
し
っ
か
り
と
根
を
張
っ
て
い
て
、

草
取
り
に
力
が
入
る
の
で
、
あ
っ
と
い

う
間
に
汗
が
滴
り
落
ち
て
き
ま
し
た
。

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
る
中
学
生
や
保

護
者
の
姿
を
見
て
、
息
子
が
中
学
生
だ
っ

た
頃
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

し
た
。

あ
ま
り
の
暑
さ
に
、
先
生
方
や
保
護

者
の
方
が
熱
中
症
を
心
配
し
て
、
た
び

た
び
声
を
か
け
水
分
補
給
を
促
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
、
ま
だ
ま
だ
き
れ
い
に

除
草
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
体
育

館
西
側
な
ど
で
は
樹
木
の
剪
定
が
行
わ

れ
パ
ッ
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
中
学
生
が
並
ん
で
「
皆
さ
ん

の
草
取
り
と
剪
定
の
お
か
げ
で
気
持
ち

よ
く
２
学
期
が
迎
え
ら
れ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
頭
を
下

げ
て
挨
拶
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
暑
さ
も

吹
っ
飛
び
、
何
か
嬉
し
い
気
持
ち
に
な

り
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま

し
た
。

校
区
敬
老
会
は
９
月
18
日(

日)

日
奈
久
中
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
風
16

号
の
影
響
下
、
時
折
激
し
い
雨
に
も
関
わ
ら
ず
、
１
２
３
名
の
敬
老
者
が
参
加
。

来
賓
、
婦
人
会
員
、
市
政
協
力
員
な
ど
で
会
場
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

（
主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管

日
奈
久
校
区
婦
人
会
）

式
典
は
主
催
者
の
平
田
住
民
自
治

会
長
が
挨
拶
。
来
賓
の
市
長
代
理
岩

本
財
務
部
長
、
中
山
市
議
会
議
員
の

祝
辞
の
後
、
小
学
１
年
生
か
ら
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
」
と
か
わ
い
い
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
出
席
者
は
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
見
て
い
ま
し
た
。

お
楽
し
み
演
芸
で
は
、
保
育
園
児

か
ら
色
紙
で
作
っ
た
「
レ
イ｣

を
一
人

ひ
と
り
に
か
け
て
も
ら
い
皆
さ
ん
大

喜
び
。
小
学
３
・
４
年
生
は
合
唱
と

合
奏
を
、
中
学
生
は
地
震
に
負
け
な

い
と
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
歌

い
、
「
私
た
ち
は
日
奈
久
の
一
員
と

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
宣
言
、
大

き
な
拍
手
を
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
第
６
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
「
頭
と
体
の
軽
体
操｣

、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
カ
ラ
オ
ケ
と

舞
踊
、
婦
人
会
の
舞
踊
と
リ
ズ
ム
体

操
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
終
了
後
、
出
席
者
か
ら
感
謝
の

言
葉
と
「
来
年
も
元
気
で
出
席
し
ま

す
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
次

年
度
も
心
温
ま
る
敬
老
会
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

婦
人
会
長

倉
野
静
香

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

日
奈
久
校
区
敬
老
会

今
の｢

い
こ
い
の
広
場｣

か
ら
温
泉
神
社
の
石
段

ま
で
屋
台
、
出
店
が
並
ん
だ
も
の
で
す
。
お
客
さ

ん
が
多
く
、
相
撲
場
ま
で
大
混
雑
で
し
た
。
相
撲

場
で
は
国
体
に
出
た
相
撲
選
手
が
東
西
に
別
れ
て

対
戦
し
ま
し
た
。
お
酒
も
入
っ
た
お
客
は
ひ
い
き

の
選
手
が
相
撲
を
取
る
と
桟
敷
の
板
を
た
た
い
て

大
賑
わ
い
で
し
た
。

(

浜
町

本
郷
勇
吉
さ
ん)

私
が
高
校
を
卒
業
し
た
昭
和
30
年
頃
、
大
相
撲

の
一
行
が
一
度
だ
け
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

各
旅
館
に
関
取
が
一
人
に
付
き
人
の
若
者
が
２
，

３
人
宿
泊
し
ま
し
た
。
関
取
は
大
き
い
の
で
敷
き

布
団
を
継
ぎ
足
し
て
並
べ
た
も
の
で
す
。
今
の
温

泉
神
社
の
ト
イ
レ
の
場
所(

こ
の
頃
は
広
場)

で
、

お
相
撲
さ
ん
た
ち
が
食
べ
る
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
、
各

旅
館
か
ら
も
手
伝
っ
て
付
き
人
た
ち
い
っ
し
ょ
に

作
り
ま
し
た
。

(

上
西
町

浦
川
て
つ
子
さ
ん
）

「日奈久の桟敷」昭31年4月25日撮影

日奈久温泉神社の境内にて、中央に土俵、その三

方に段々の桟敷を設けて、相撲大会や歌、踊りなど

のイベントが催され、その度に周りの旅館や店のお

客さんたちが集まり賑わっていた。（麦島勝さん）

賑
わ
う
湯
の
町

日
奈
久
①

麦
島
勝

写
真
の
世
界

八
代
を
代
表
す
る
写
真
家
麦
島
勝
さ

ん
が
撮
影
し
た
思
い
出
の
日
奈
久
の
写

真
を
、
所
蔵
す
る
八
代
市
立
博
物
館
未

来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
協
力
で
連
載

し
ま
す
。

麦
島
さ
ん
の
言
葉(

説
明)

と
当
時
を

知
る
人
の
思
い
出
話
を
添
え
て
紹
介
し

ま
す
。
麦
島
さ
ん
の
写
真
は
私
た
ち
が

失
い
か
け
て
い
た
大
切
な
も
の
を
き
っ

と
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
（
麦
島
さ
ん
の
経
歴
は
次
号
で

紹
介
し
ま
す
。
）

復
興
支
援
の
炊
き
出
し

日
奈
久
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
益
城
町
で

中
学
校
の
奉
仕
作
業
に
参
加
し
て

園児にレイをかけてもらい笑顔の敬老者

炎天下で作業する参加者と中学生たち

観
光
客
も
飛
び
入
り
参
加

街
を
駆
け
、
綱
を
つ
な
い
で
力
く
ら
べ

日
奈
久
名
物

十
五
夜
綱
ひ
き
賑
わ
う

中
秋
の
名
月
９
月
15
日(

木)

夜
に
行
わ
れ
た
十
五
夜
綱
ひ
き
は
、
あ
い
に
く
の

曇
り
空
で
名
月
の
も
と
で
綱
引
き
を
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
若
い

観
光
客
も
飛
び
入
り
参
加
し
て
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

神
事
の
後
、
温
泉
街
を
曳
き
回
し
駆

け
抜
け
た
の
は
、
東
町
・
中
町
・
中
西

町
、
浜
町
、
上
西
町
、
下
西
町
、
塩
南

町
の
５
本
の
大
綱
。
そ
の
間
、
温
泉
セ

ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
で
は
総
踊
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
若
い
観
光
客
も
飛
び
入

り
で
参
加
し
和
や
か
な
ひ
と
と
き
で
し

た
。
大
綱
が
集
ま
っ
た
の
が
午
後
８
時

頃
、
２
本
の
綱
を
豪
快
に
つ
な
ぎ
合
わ

せ
て
町
内
対
抗
ど
こ
ろ
か
、
だ
れ
も
彼

も
が
参
加
し
て
引
き
合
い
、
歓
声
と
笑

い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町

内
に
帰
っ
て
同
士
引
き
が
あ
り
ま
し
た
。

十
五
夜
綱
引
き
保
存
会
、
請
け
前
の

東
町
町
内
の
皆
様
お
世
話
様
で
し
た
。

な
お
、
大
坪
町
、
山
下
町
、
竹
之
内

町
で
も
綱
引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
月
は
午
後
10
時
頃
に
は
顔
を
出
し

ま
し
た
。
満
月
は
17
日
で
し
た
。

地
震
に
負
け
ん
バ
イ
！

「第
17
回
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」始
ま
る

中
学
生
の
俳
句
紹
介
も

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

９
月
３
日(

土)

、
中
村
市
長
は
じ

め
市
の
関
係
者
、
議
会
、
関
係
団
体
、

そ
し
て
地
元
の
皆
さ
ん
な
ど
を
迎
え

て
ゆ
め
倉
庫
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰(

展

示
中)

、
園
児
や
小
・
中
学
生
の
出
し

物
、
山
頭
火
ク
イ
ズ
な
ど
賑
や
か
な

イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

園児の「オリャー山頭火」に会場は大喜び

絵
手
紙
特
選

八
代
市
野
田
明
子
さ
ん

「
写
真
家
・
麦
島
勝
の
世
界｣

展

10/

21
～
12/

４

八
代
市
立
博
物
館

断
層
な
ど
見
学

26
名
が
参
加

日
奈
久
再
発
見(

ま
ち
巡
り)

11
日

「イボ取り地蔵」で体験話を聞く

薩
摩
街
道
、
稲
荷
神
社
、
鳩
山
の
断

層
、
津
森
小
遭
難
の
碑
な
ど
を
見
学
。

参
加
者
は
興
味
津
々
で
し
た
。

婦
人
会(

浜
町)

浜
田
由
美
子
さ
ん

９
月
６
日
、
日
奈
久
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
や
っ

ち
ろ
や
っ
隊
は
益
城
町
総
合
体
育
館
で

炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
し
た
。

地
震
か
ら
５
ヶ
月
経
っ
て
も
ま
だ
多
く

の
方
が
避
難
さ
れ
て
い
て
、
日
常
生
活

の
あ
り
が
た
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

メニューは唐揚げ、牛すじ煮込み
日奈久ちくわ、牛ステーキなど豪
華版。被災者から感謝されました。

日
奈
久
の
み
な
さ
ん
を
元
気
に

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏
会

９
月
16
日
ゆ
め
倉
庫
。
地
震
で
被

災
し
た
平
成
音
楽
大
学
の
田
中
正
敏

先
生
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
専
攻
生
な
ど

８
名
が
「
涙
そ
う
そ
う
」
「
思
い
出

で
箱
」
な
ど
を
コ
ミ
カ
ル
に
演
奏
し

た
り
し
て
楽
し
く
聴
か
せ
ま
し
た
。

田中先生の愉快な演奏に学生達も

ノリノリ。明るい学生達でした。

（広告欄）


